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1. はじめに 

土石流や落石の危険がある河川や斜面では災害を防止するため大型の堰堤や防護ネットを建設する。
これらを建設する際、建設作業員は土石流や落石の危険に晒されるため、本格的な防護設備が出来るま
で仮設の設備や装置を使用して身を守ることになる。 

一般的に、土石流災害が発生した現場ではワイヤー式土石流センサーを使用して土石流を監視し、落
石危険地帯ではロープネットや簡易防護壁などで落下してきた岩石を受け止めるようにしている。 

ワイヤー式土石流センサーは河川上流にワイヤーを張り、ワイヤーが切断されると下流側現場の警
報機（サイレン・回転灯）が動作して作業員の避難を促すものである。ワイヤーセンサーは河川横断方
向に 1 本（高さ 60 ㎝）または 2 本（高さ 30 ㎝・60 ㎝の 2 段）張られた電線や鋼線であり、規模の大
きな土石流ならワイヤーを切るが、小規模な岩石崩壊などから生じた小型岩石はこの隙間を抜けて下
流に落ちていく。急傾斜を落下する岩石は小型であっても危険である。 

落石防護壁やロープネットは小型の岩石などを受け止め、斜面下側に落ちることを防ぐが、受け止め
る岩石などの大きさや量には限界があり、また、ネットで岩石などを受け止めても斜面下の現場には連
絡が無いため、蓄積した岩石や大型の岩が壁やネットを破って落ちてきて初めて気付くことになる。 

この両者の欠点を補うため、ワイヤー式土石流センサーのワイヤーセンサー部分にネットを追加し
て落石防護機能を持たせたのが、本稿で紹介するネット併用土石流センサーである。 

 

２．ネット併用土石流センサーとは 

テンサーネット（RE40）にワイヤーセンサー（TOV-SS）を縫い通し、河川横断方向に張ることで防
護ネット機能を持たせた土石流センサー。小型の岩石等の落下を止めることができる。 

崩壊岩からの落石など落下物のおそれがある現場に設置する。 

 

２−１．ネット併用 落石・土石流センサー 構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



テンサー（RE40 三井化学産資製）   テンサーへのワイヤーセンサー縫い通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    設置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



２−２．一般的なワイヤーセンサーとネット併用ワイヤーセンサーの違い 

 
２−３．土石流や規模の大きな落石群がネットを破った（ワイヤーが断線した）場合 

 



３．ネット併用落石・土石流センサー 現場導入例 

工事名；令和 2 年度災関第 1-3 号 鹿野遊谷川砂防堰堤工事 

土石流警報システムによる安全管理（旭建設株式会社様施工現場） 

場所 宮崎県東臼杵郡椎葉村下福良 鹿野遊谷川（かなすびたにがわ） 

初回土石流発生日  令和１年 9 月 6 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       砂防堰堤建設と安全管理計画 

 

  



 ネット併用落石・土石流センサー 設置状況 （令和 3 年 4 月 15 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         斜面下側より                 河川横断方向 

 

 通信機器・警報機器類 

 
 

 

  



 

４．設置現場での土石流発生 

令和 3 年 9 月 17 日深夜〜18 日未明 堰堤建設期間中に土石流が発生した。当日、夜間で現場には人
はおらず人的被害は無かった。流下したのは豪雨（18 日；日雨量 580 ㎜）により削られた斜面の表土
が主であり、ある程度の大きさの岩塊や崩壊面端部の切株は防護ネットの手前で止まったものの、小礫
を含む大量の泥流が防護ネットの下側より流出し、建設中の堰堤を超えて正面の道路まで流出した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   土石流発生後のネット併用落石・土石流センサー 状況   斜面下側より  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 



 令和 4 年 2 月末 堰堤完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         堰堤部上空より                  正面より 

 （旭建設様 HP  https://www.construction.co.jp/construction-outline-cat/kanasubi-sabo/より） 

  旭建設株式会社様は本工事により宮崎県より令和 5 年度優良工事表彰「知事賞」を受賞されました。 

   https://www.construction.co.jp/award-history/7666/ 

 

５．おわりに 

砂防堰堤や落石防護ネットは土石流や落石の災害を防ぐために建設されるものだが、この防災施設の
建設工事に携わる作業員の事故が多く発生している。参考までに本稿の文末に厚生労働省の職場の安全
サイト「労働災害事例」事故事例の WEB ページをいくつか紹介する。これらの事故はいずれも死亡者が
出た事故例であるが、斜面上からの落石が作業員に衝突したことが直接の原因となった場合や、衝突し
た落石の衝撃で作業員が斜面を落下した場合などが報告されている。 

特に落石の多発している現場や土石流災害発生後の河川など斜面上に不安定土塊や崩壊しそうな岩塊
が露出している場合、落石がいつ発生してもおかしくない。急斜面を跳ね落ちる岩はたとえ小型の石で
あっても斜面下まで達すれば相当な運動エネルギーを持つ。 

ネット併用落石・土石流センサーはその現場で建設される本設の堰堤や落石防護ネットほどの強度は
有していない。あくまでも仮設の防護ネット兼、警報装置であるが、当社が現在使用しているネット（テ
ンサー RE；三井化学産資製）は盛土・地盤補強用ジオグリッドとして建設技術審査証明を取得している
高強度ネットである。斜面上方で落石が大きな運動エネルギーを獲得する前に受け止め、仮に落石や土
石流がワイヤーを切断、またはネットを破ったとしても、少なくともその場所である程度は落石や土石
流の速度を弱める（運動エネルギーを吸収する）ことができる。 

ネット併用落石・土石流センサーの強度はワイヤーの種類やネットの種類によって変えることができ、
例えば、通常先に切れるワイヤーを弱くすればネットが落石を受けて伸びただけで警報を出すことも可
能と考えられる。このネットとワイヤーの強度について使用する現場や目的に応じて適正化できるよう
にすることは今後の課題と言える。 

 今後、シンク・フジイではネット併用落石・土石流センサーを、通常のワイヤーセンサーへの付加価値
として落石等のおそれがある急傾斜下での作業現場に積極的に提案していきたい。 
 
 

https://www.construction.co.jp/award-history/7666/


職場の安全サイト 労働災害事例 厚生労働省 
（下記はいずれも死亡者が出ている事故事例） 
１．高さ 170m の崩壊斜面のコンクリート吹付等による土止め支保工設置作業中、90m 上方から岩石が落下した

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/sai_det.aspx?joho_no=100059 
２．大雨対策で型枠資材を移動中に、落石があり岩石とともに転落 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/sai_det.aspx?joho_no=100325 
３．斜面の落石防護網の取り付け工事中に落石が発生した 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SAI_DET.aspx?joho_no=100049 
４．護岸の石積作業中、法面(のりめん)が崩壊 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/sai_det.aspx?joho_no=100524 
５ ． ダ ム の 水 廻 し 水 路 建 設 工 事 現 場 に お い て 掘 削 し た 法 面 の 保 護 工 事 を 行 っ て い る 際 に 掘 削 法 面 が 崩 壊 し た

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/sai_det.aspx?joho_no=100053 
６．掘削された穴の中で丁張(ちょうばり)設置作業を行っていたところ地山の浮き石が落下した 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/sai_det.aspx?joho_no=100324 

 
参考資料 
１．鹿野遊砂防 旭建設株式会社 宮崎県日向市 旭建設様ホームページ  

https://www.construction.co.jp/construction-site/kanasubi-sabo/ 
２．職場の安全サイト 労働災害事例 厚生労働省 

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/SAI_FND.aspx 
３．土石流警報システム ネット併用型ワイヤーセンサー 株式会社シンク・フジイホームページ 

https://sites.google.com/view/thinkhp/products/debris-flow1 
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